



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































It 44年 334 224 
大正 9年 861 953 3，814 
昭和 4年 1，434 3，628 13，312 (昭5)10，618
It 14年 1，546 7，249 30，082 23，480 
'I! 24年 1，388 8，709 



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































- 59，552 73，723 十
+
- 58，807 形62‘971 
(3)昭和22年末ー27年末 (5年間〉
t首 カ日 減 少
!府県府県 実 数(人) 実 数(人〉
東京 +1，578，978 新潟 - 180，686 
大阪 + 589，346 長野 一164.827
神奈川 + 238，主54 茨城 - 146‘827 
福岡 十 188司 493 福島 - 134.057 
愛知 十 154，119 栃木 一132‘794
兵庫 + 149，000 鹿児島 - 130，523 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































板ガラス 92.8 セ Jレロイド 78.7 
フィ Jレム 100.0 製 鉄ー 91.2 機関車 78.0 
アルミニウム 100.0 石炭窒素 91.1 貨 草 76.9 
ピ Jレ 100.。電 気 89.8 客 電 車 74.6 
自 動 車 100.0 ノ1 タ 一 89.0 洋 車民 74.1 
自動車タイヤ 100.0 合成染料 88.5 セメント 70.7 
原 i由 86.4 製 銅 68.3 
鋳 鉄 管 96.5 硫化鉱 82.9 電 動 機 67.9 
耳来 紡 績 95.1 械毛紡績 79.3 電線信関 66.2 
人造絹糸 i 9，1. 1 軸受 79.0 過燐酸石灰 61. 7 






石 自由 1932 1 
銀1 鉄 1932 3 
童詩 1933 5 98 
アJレミニウム 1928 1 95-100 
自 動 車 1933 3 89 
電気機器 1923 2 75-80 
イギリズ
鉄 鏑 1934 10 70-75 
アyレミニウム 1928 1 100 




人 綿 1930 1 80 
セメント 1926 2 60-70 
石 鹸 1926 1 90 
ドイツ
鋼 鉄 1932 5 73 
アJレミニウム 1928 1 80-85 
電気機器 1932 2 60-80 
人 絹 1930 3 70 
フランス
塩基性化学製 1928 1 70 
ロ仁コ口


































































































































































































































































































































































































昭和6年 昭和10年 昭和13年 昭和23年 昭和24年
京浜工業地帯 15.2 17.9 22.9 19.8 18.9 
ぐ東京，神奈川，埼玉〉
東海工業地帯 15.7 16.3 15.8 14.2 15.1 
(愛知，静岡，三重，岐阜〕 . 
関西工業地穏 23.0 24.8 23.9 20.5 18.8 
(大阪，京都，兵庫〉
山陽関門工業地帯 8.7 9.1 9.3 10.8 11.7 
(福岡，山口，広島，岡山〉
以上計 62.6 68.1 71. 9 65.3 64.5 
其他地域 37.4 31. 9 28.1 34.7 35.5 










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































東 王子主 大 阪
年 月 預 金 貸 出 預 金 貸 出
金額|集中皮 金額|集中度 金額 集中皮
億 億 億
25年1月末 2，037 I 265 2，208 I 325 133 1，218 179 
26年 1月末 2，962 276 I 3，314 I 334 1，638 153 1，863 188 
27年 1月末 り 351 270 1 5，0571 333 2，240 150 3，210 211 
28年 1月末 6，628 I 303 I 7，468 I 351 3，189 146 4，207 198 
一米 [7「m9466354 3，867 146 5，093 191 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































;イギリス フランス;アメリ カ | 日 本!
-mhfEEEl三竺士竺子!百万人 千人1 SJJAI 千人 ，1 =fA! ]j~Al 
1821 I 27 1 14.1 I - I 30.4 I 8 : 9.6 I - I -
18ι1 I 17 I 18.4 I 90 I 34.2 I 23 1 27.1 
1861 59 I 23.1 I 248 I 37.4 I 49 I 31.4 
1四1i 81 I 29.7 1 379 I 37.6! 107 I 50.2 
附 153 37.0 i 451 札 o 256 I 76.0 
19111 614 40.8 i 689 I 39.6! 370 I 92.0 
19211 958 I 42.8 I 1，212 I 39.2 i 567 I 105.7 
19281 1，024 44.7 I 1，008 I 40.7 I 609 I 122.7 
19461 2，3361 47.81 1，4291 40.51 2，1281 146.01 
(備考) 1.との表は我国を除いて、他はすべて HermanFiner， Theory and 













(1861-5年の平均)683 I 65 I (1867年) 30 
(1891-5年の平均)363 I 102 I 246 
(1601-5年の平均)535 I 183 I 281 
735 1 197 1 668 
12， 696 I 2， 696 I 823 
3， 372 I 1， 079 I 1， 501 
3，440 I 829 I 1，606 
9， 182 I 1， 032 I 5.ε6) 
40， 166 I 3， 924 I 661， 406 
36.3 ! 
48，21 
68.7 
79.3 
88.6 
82.6 
〈限24
年推定〉
1865 
1898 
1902 
1914 
1918 
1922 
1930 
1940 
1950 
、f
a佳
れ
ば
v
到
底
そ
の
本
買
を
捉
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
(
註
三
〉
(
誌
一
)
第
十
九
世
紀
後
半
以
後
に
お
け
る
英
、
米
、
仏
、
日
の
国
家
」
公
務
員
数
と
国
家
殺
出
額
三
八
八
O
l
一
九
五
O
〉
は
、
前
頁
の
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
(
士
口
村
正
、
現
代
政
治
の
解
明
増
補
収
に
よ
る
〉
(
註
二
〉
同
・
ω・フ
7
イ
ナ
i
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
地
方
自
治
」
(Fog-AU04Rロ
5
8仲
吉
開
口
四
日
目
白
色
田
口
仏
当
回
目
2
・
HU日
ω)
の
う
ち
包
、
現
代
に
お
け
る
中
央
統
制
の
根
拠
と
し
て
、
次
ぎ
の
も
の
を
あ
げ
て
い
ゐ
。
「
そ
の
一
つ
は
、
経
済
的
な
も
の
で
、
地
方
団
体
は
、
一
国
の
公
共
経
費
の
四
分
の
一
を
支
出
し
、
ま
た
中
央
殴
府
が
、
全
体
と
し
て
経
済
制
度
の
作
用
叱
責
任
を
引
受
る
か
ぎ
り
、
地
方
経
費
は
、
ζ
の
広
い
経
済
政
策
に
合
致
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
様
に
財
政
的
に
も
理
由
が
あ
る
。
今
回
、
地
方
団
体
は
、
地
方
課
税
で
徴
収
す
る
よ
り
も
、
多
額
の
収
入
を
、
中
央
政
府
か
ら
補
以
金
を
通
じ
て
う
げ
て
い
る
の
で
、
国
会
が
、
こ
の
金
額
が
い
か
に
支
出
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
成
る
程
度
の
統
制
を
主
張
す
る
の
も
不
自
然
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
与
論
の
力
が
中
央
の
監
督
に
対
し
有
カ
む
影
響
を
お
よ
ほ
し
た
。
与
論
は
人
々
が
た
ま
た
ま
生
れ
或
い
は
職
を
見
出
し
た
地
万
に
関
係
な
く
、
す
べ
て
の
人
々
に
サ
ー
ビ
ス
を
平
等
に
提
供
す
ベ
ι
ぶ
こ
と
を
、
ま
す
ま
す
強
く
要
求
し
て
会
て
い
る
。
」
め
と
述
べ
て
い
る
。
(
註
三
)
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
叩
央
統
制
が
、
か
な
り
明
白
な
形
を
と
っ
て
現
わ
れ
た
の
は
、
一
九
二
一
年
の
教
育
法
(
明
仏
吉
田
氏
ロ
ロ
〉
n
C
で
、
一
九
二
九
年
の
地
方
自
治
法
(
H
A
}
円
回
目
。
g
Rロ
5
0己
〉
n
G
と
周
年
の
回
目
。
nw
の
S
E
の
採
用
収
、
中
央
統
制
佐
一
段
と
進
め
、
保
健
大
医
や
運
輸
大
臣
の
統
制
力
を
強
め
た
が
、
Eon-同
の
3
2
が
、
そ
の
有
力
な
裏
付
と
な
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
九
一
三
年
の
財
政
危
機
と
同
年
公
布
さ
れ
た
沼
田
け
芯
回
目
]
一
回
出
口
。
BU1
〉
♀
は
、
大
蔵
大
臣
の
地
万
行
財
政
-
に
対
す
る
統
制
力
を
拡
大
強
化
し
た
。
そ
の
後
も
、
こ
の
傾
向
は
、
一
層
進
み
、
一
九
四
四
年
の
教
育
法
は
、
文
部
大
臣
に
地
方
の
教
育
行
政
に
対
す
る
広
汎
な
統
制
権
を
賦
与
し
た
。
と
れ
に
よ
る
と
、
地
方
団
体
が
学
校
教
育
施
設
を
設
け
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
詳
細
な
管
理
と
維
持
に
関
す
る
施
設
計
画
道
を
中
央
の
教
育
省
に
提
出
す
る
Q
教
育
省
は
そ
れ
を
修
正
す
る
権
限
を
も
っ
て
い
る
が
、
認
可
さ
れ
る
と
同
時
に
、
円
。
口
同
日
一
切
応
F
H
門戸片山
C
ロ
。
丘
貨
が
発
せ
ら
れ
、
施
設
計
両
議
聞
は
当
該
地
万
団
体
に
と
っ
て
法
律
と
同
等
の
効
力
を
も
っ
と
と
に
な
る
。
こ
の
改
革
は
、
チ
ュ
ス
タ
ー
を
し
て
地
方
自
治
の
破
議
と
呼
ば
し
め
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
七
年
の
斗
。
当
国
E
c
h
o
c己
ミ
2
8ロ
山
口
閃
〉
立
は
、
地
域
計
画
の
実
施
に
つ
い
て
中
央
ω統
制
号
制
皮
化
し
た
。
さ
ら
に
一
九
四
八
年
の
F
R包
の
O
〈
町
円
ロ
ヨ
由
民
〉
立
は
、
つ
い
に
地
方
凶
体
の
レ
i
ト
の
課
税
対
象
で
あ
る
不
動
産
の
評
価
を
、
中
央
で
統
一
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
伝
統
的
な
地
方
課
税
総
の
独
立
性
を
大
ま
く
制
限
し
た
が
、
同
時
に
実
施
さ
れ
た
肘
H
n
Z
ρ
E
R
H
2
5ロ
N
臼
片
山
口
口
の
EBH
ロ
犯
格
力
の
強
化
と
地
方
自
治
-
一
一
一
五
国
家
権
力
の
強
化
と
地
方
自
治
三一一六
は
、
中
央
統
制
の
進
展
に
役
立
っ
た
の
で
あ
る
。
。
。
・
呂
・
出
血
H
H
F
門
UOB宮
E
t
S
F
b
n色
。
0
4
m
g
s
S
F
H
E
P
H
M
-
g
o
の
ω・
明
・
盟
国
叩
♂
〉
司
ユ
B
R
O片
】
M
E
Z
W
K
F内
同
自
由
民
的
件
門
戸
氏
。
ロ
HUg-MM・5
め
4
『
-KH・
阿
川
o
r
g
-
↓Z
U
2
m
H
O
O
B
S件
。
片
岡
、
包
曲
目
。
0
4
m
g
B
8
7
2
1
8色
g
a
g
-白
Hmoa
寸
E
E
同
p
-
S
E
W
M
M・
8
1
8
の
阿
利
莫
二
氏
も
、
論
文
「
合
衆
国
に
於
け
る
職
能
政
府
の
形
高
山
(
法
学
志
林
五
一
の
一
一
V
T
M
h
お
い
て
こ
の
点
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
5) 
ω・
】
・
冨
E
仏
国
国
内
凶
・
開
・
ヨ
ロ
F
F
o
g
-
の
040吋
ロ
自
由
ロ
ニ
ロ
関
口
m
z
a
g色
巧
回
目
o
p
g
a
-
唱
-
q
N
i
H
a
四
地
方
自
治
の
意
義
と
地
位
そ
の
内
部
に
階
級
的
或
い
は
地
方
的
な
諸
対
立
を
も
っ
複
雑
な
大
社
会
の
成
立
に
よ
っ
て
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
強
大
な
国
家
権
力
の
下
に
国
家
の
行
政
機
能
が
、
拡
充
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ナ
シ
寄
ナ
ル
な
性
格
が
、
強
ま
り
、
ま
た
行
政
の
統
一
性
と
計
画
性
が
重
視
さ
れ
、
標
準
拾
が
進
め
ら
れ
て
く
る
と
、
ど
う
し
て
も
地
方
団
体
の
行
政
に
対
す
る
中
央
政
府
の
統
制
が
、
増
大
す
る
。
そ
の
結
果
、
地
方
団
体
の
第
十
九
世
紀
的
な
意
味
の
自
主
性
は
、
弱
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
の
上
、
各
地
方
住
民
の
地
方
税
負
担
均
衡
化
の
要
求
ハ
註
一
〉
や
、
一
九
二
O
年
以
後
の
国
庫
補
助
金
の
増
大
は
、
財
政
面
か
ら
の
中
央
統
制
を
強
め
、
こ
れ
が
さ
ら
に
地
方
団
体
の
自
治
を
抑
制
し
て
く
る
。
(
註
一
)
ヒ
ッ
ク
ス
〈
回
目
n
z
d・
戸
)
は
か
の
女
の
「
イ
ギ
リ
ス
財
政
の
構
造
と
そ
の
発
展
(
国
H
E各
Mロ
宮
山
口
呂
田
S
S曲
目
叶
宮
町
ω可
z
n
Z
8
2
仏ロ
2
巳
O唱
B
S
F
H∞。
l
H
8
N
-
H
e
E
)
の
う
ち
で
、
「
ポ
ン
ド
当
り
地
方
税
額
の
平
準
化
を
望
む
な
ら
ば
、
も
っ
と
直
接
の
方
法
で
達
成
で
ぎ
よ
う
。
サ
ー
ビ
ス
の
標
準
を
平
等
な
ら
し
め
る
と
い
う
場
合
に
も
、
同
じ
こ
と
が
あ
て
は
ま
る
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
の
場
合
に
も
、
目
的
が
達
成
さ
れ
た
と
き
、
残
っ
て
い
る
地
方
自
治
の
最
後
の
↓
か
け
ら
が
、
ほ
ほ
確
実
に
消
え
失
せ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
」
り
と
述
べ
て
い
る
@
D
d
・同・回目
nwmw
甲山片山
mFMM5-w
明日
E
R
g
u
d
H
S
g
E
n
g
a
g
a
U雲
氏
名
目
g
f
5
g
l
H田
町
MWHUE-HYMN叶
こ
の
よ
う
花
し
て
、
現
段
階
に
お
い
て
は
、
行
政
上
お
よ
び
財
政
上
の
諸
条
件
の
変
化
に
よ
っ
て
、
地
方
団
体
の
自
治
を
制
限
す
る
顕
向
が
、
強
ま
る
た
け
で
な
く
、
地
方
団
体
自
体
の
側
に
行
い
て
も
、
第
十
九
世
紀
的
な
自
治
を
支
え
る
条
件
が
、
次
第
に
失
わ
れ
℃
く
る
。
会
を
中
心
に
堅
く
結
び
つ
い
た
共
同
体
的
責
任
感
で
あ
る
。
も
と
も
と
地
万
自
治
を
支
え
る
支
柱
は
、
人
間
と
郷
土
と
の
結
び
つ
き
を
基
礎
と
す
る
住
民
の
共
同
体
的
意
識
で
ゆ
り
、
ケ
ッ
ト
ゲ
ン
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
資
本
主
義
の
発
展
一
つ
の
地
域
社
し
か
る
に
、
は
、
人
間
と
土
と
の
結
び
つ
き
を
次
第
に
切
り
離
し
、
郷
土
的
住
民
で
な
い
住
民
、
例
え
ば
賃
銀
封
働
者
、
俸
給
生
活
者
等
の
よ
う
な
職
業
上
、
生
計
上
偶
然
に
そ
の
地
万
に
居
住
す
る
よ
う
な
住
民
が
多
く
な
り
、
作
民
聞
に
お
け
る
地
域
共
同
体
に
対
す
る
強
い
確
信
と
共
通
の
責
任
感
が
、
稀
薄
に
な
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
が
、
や
が
て
地
方
団
体
の
行
政
機
能
に
も
作
用
し
、
地
方
団
体
の
機
能
は
、
住
民
の
郷
土
的
特
殊
性
に
も
と
づ
く
地
万
的
な
生
活
共
同
体
的
な
機
能
に
重
点
を
お
く
よ
り
も
、
か
し
ろ
同
一
地
域
社
会
内
の
住
民
の
社
会
的
経
済
的
利
害
の
対
立
を
調
整
し
て
、
住
民
共
通
の
共
同
需
要
を
充
し
た
り
、
或
い
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
国
の
全
国
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
行
政
を
地
方
で
分
担
し
た
り
す
る
こ
と
に
童
心
が
移
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
著
し
い
変
化
は
、
い
わ
ゆ
る
「
地
万
自
治
の
危
機
」
と
し
て
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
変
化
は
、
資
本
主
義
の
発
国
民
に
伴
う
社
会
経
済
構
造
の
全
国
化
と
集
中
化
か
ち
必
然
に
生
ず
る
地
方
団
体
の
性
格
、
機
能
の
変
化
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
変
化
が
、
す
べ
て
の
地
方
団
休
に
同
時
に
か
つ
同
様
に
発
展
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
同
一
国
内
に
お
い
τも
、
各
地
方
に
よ
り
そ
の
現
れ
万
は
種
々
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
に
は
一
般
的
に
は
、
今
日
、
第
十
九
世
紀
的
な
地
方
自
治
を
支
え
る
地
方
団
体
右
の
一
般
的
な
傾
向
と
具
る
様
相
を
呈
す
る
も
の
も
あ
る
が
側
の
条
件
は
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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と
と
く
で
ゐ
る
。
次
ぎ
に
、
第
十
九
世
紀
的
な
地
方
自
治
の
危
機
は
、
地
万
団
体
の
政
治
化
に
お
い
て
も
現
わ
れ
て
い
る
。
第
十
九
世
紀
的
意
味
に
お
け
国
権
家
力
の
強
化
と
地
方
自
治
}
一
二
七
国
家
権
力
の
強
化
と
地
方
自
治
二
一
一
人
る
地
万
自
治
の
観
念
は
、
政
治
的
意
思
の
担
当
者
と
し
て
の
国
家
と
非
政
治
的
な
自
治
団
体
と
い
う
対
置
関
係
に
お
い
て
理
解
さ
れ
、
こ
一
部
の
学
者
に
よ
っ
て
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
当
時
に
お
い
て
も
地
方
自
治
団
体
に
政
治
性
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
が
)
。
し
か
る
に
、
資
本
主
義
の
発
展
に
伴
っ
て
、
住
民
の
郷
土
的
一
体
的
関
係
が
ゆ
る
ん
で
、
同
一
地
域
社
会
内
に
お
け
る
住
民
間
の
職
業
的
階
級
的
対
立
が
激
し
く
な
り
、
地
方
団
体
の
社
会
的
条
件
や
機
能
が
、
上
述
の
よ
う
に
変
化
し
て
く
る
と
、
自
然
に
地
方
団
体
自
ら
が
、
政
治
的
意
思
の
担
当
者
と
な
る
。
し
か
も
、
現
段
階
に
お
い
て
は
、
こ
の
地
方
団
体
の
政
治
佑
も
、
中
央
の
の
地
方
団
体
の
非
政
治
性
が
、
政
党
や
国
の
政
治
的
意
思
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
だ
け
で
な
く
、
地
方
団
体
が
、
全
国
的
な
ナ
シ
寄
ナ
ル
な
行
政
を
分
担
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
に
伴
い
、
中
央
の
政
治
的
意
思
や
政
策
が
、
地
万
に
深
く
浸
透
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
そ
の
非
政
治
性
を
買
わ
れ
た
第
十
九
世
紀
的
な
地
万
自
治
は
、
こ
の
性
格
を
失
い
、
い
よ
い
よ
そ
の
政
治
性
を
強
烈
に
す
る
と
と
も
に
、
中
央
の
政
治
に
従
属
す
る
こ
と
に
な
る
。こ
こ
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
右
に
述
べ
た
行
政
上
お
よ
び
財
政
上
の
諸
条
件
に
よ
り
、
ま
た
地
方
団
体
自
体
の
側
の
基
礎
条
件
の
変
化
に
よ
っ
て
、
第
十
九
世
紀
的
な
伝
統
的
自
由
主
義
的
な
地
方
自
治
が
、
崩
壊
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
地
方
団
体
の
行
財
い
か
な
る
社
会
経
済
的
役
割
を
、
具
体
的
に
演
じ
つ
つ
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
ρ
こ
の
間
題
は
、
結
局
現
段
階
に
お
け
る
し
か
し
、
政
が
、
国
家
権
力
の
政
治
的
階
級
的
性
格
と
、
各
地
域
社
会
内
の
階
級
関
係
、
政
治
状
態
と
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
一
般
的
に
い
っ
て
、
第
十
九
世
紀
的
な
旧
い
地
万
自
治
の
崩
壊
に
代
わ
っ
て
、
新
し
い
社
会
に
お
け
る
地
万
自
治
に
対
す
る
住
民
の
確
信
と
支
持
が
、
い
ま
だ
形
成
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
地
方
団
体
は
、
国
家
権
力
を
握
る
独
占
資
本
お
よ
び
こ
れ
に
連
る
地
方
の
中
小
資
本
や
地
主
の
利
益
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
か
れ
ら
の
利
益
に
よ
っ
て
大
き
く
制
約
さ
れ
て
お
り
、
諸
種
の
行
財
政
上
の
手
段
や
組
識
も
、
一
部
の
利
益
の
た
め
に
利
用
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
地
方
団
体
は
、
そ
の
租
税
負
担
等
を
通
じ
て
、
む
し
ろ
住
民
大
衆
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
意
識
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
従
っ
て
、
現
実
の
問
題
と
し
て
は
、
現
段
階
に
お
げ
る
地
万
自
治
の
も
っ
こ
の
社
会
経
済
的
酔
級
的
性
格
を
摘
出
批
判
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
先
ず
民
主
主
義
国
家
に
お
け
る
地
方
自
治
の
意
義
と
そ
の
地
位
に
つ
い
て
深
く
検
討
し
、
こ
れ
に
関
す
る
確
信
を
も
っ
と
と
が
、
な
に
よ
り
必
要
で
あ
る
。
先
ず
民
主
主
義
と
地
方
自
治
の
関
係
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。
地
方
自
治
が
、
民
主
主
義
に
と
っ
て
大
き
な
価
値
を
も
つ
こ
と
に
つ
い
て
、
従
来
最
も
ひ
ろ
く
主
張
さ
れ
て
き
た
と
ζ
ろ
は
、
地
万
自
治
が
、
民
衆
の
民
主
的
生
活
方
式
の
訓
練
に
大
い
に
役
立
つ
と
い
う
点
で
あ
る
。
プ
ラ
イ
ス
(
]
切
ミ
g)
も、
か
れ
の
大
著
「
近
代
民
主
政
治
」
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m
E
M
)
m
H
S
R
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の
う
ち
で
、
多
く
の
国
々
こ
れ
等
の
例
は
、
地
万
自
治
は
、
民
主
政
治
の
最
良
の
学
校
、
そ
の
成
功
の
最
良
の
保
証
人
な
り
と
い
う
格
言
の
正
し
い
こ
と
示
す
も
の
で
あ
る
。
」
の
地
方
自
治
を
具
体
的
に
研
究
し
た
結
果
、
と
述
べ
、
最
近
に
も
、
チ
ェ
ス
タ
l
(
H
Y
Z・
わ
HHgrι
は
、
前
掲
蓄
に
お
い
て
、
地
方
自
治
に
つ
い
て
、
「
そ
の
価
値
は
、
生
活
の
民
主
的
な
方
法
か
ら
生
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
人
々
が
、
自
ち
を
支
配
す
る
方
法
の
一
部
で
泊
り
、
責
任
あ
る
市
民
性
を
鼓
舞
し
訓
練
す
る
。
そ
の
強
さ
は
、
掌
握
に
対
す
る
防
衛
手
段
で
あ
る
。
」
と
説
い
て
い
る
。
プ
ラ
イ
ス
著
、
松
山
武
訳
、
近
代
民
主
政
治
第
一
巻
一
六
O
頁
い
わ
ゆ
る
独
裁
者
に
よ
る
中
央
機
関
の
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し
か
し
な
が
ら
、
右
の
民
衆
の
民
主
的
訓
棟
と
い
う
点
に
、
地
方
自
治
の
価
値
を
認
め
る
学
説
は
、
第
十
九
世
紀
初
期
の
絶
対
主
義
的
官
僚
制
的
国
家
権
力
に
対
抗
し
て
、
市
民
社
会
的
自
由
を
主
張
し
た
時
代
に
も
あ
て
は
ま
る
主
張
で
あ
り
、
ζ
れ
に
け
で
は
、
新
し
い
嵩
味
の
民
主
主
義
国
家
に
お
け
る
地
方
自
治
の
意
義
と
そ
の
地
位
に
つ
い
て
、
充
分
な
説
明
を
与
え
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ぺ
l
タ
7
ス
は
、
「
厳
密
な
意
味
に
お
け
る
民
主
主
義
の
立
場
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
全
体
意
志
の
貫
徹
に
対
し
て
自
己
の
意
志
と
し
て
国
家
権
力
の
強
化
と
地
方
自
治
二
二
九
一
国
家
権
力
の
強
化
と
地
方
自
治
二一ニ
O
対
立
的
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
な
一
切
は
、
海
除
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
別
し
て
、
部
分
の
特
殊
意
志
が
、
全
体
意
志
と
並
ん
で
存
立
す
る
こ
と
は
、
理
論
的
に
は
あ
り
え
な
い
。
」
と
述
べ
、
民
主
主
義
は
、
本
質
的
に
中
央
集
権
的
な
志
向
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
で
地
方
団
体
の
自
立
性
を
意
味
す
る
地
方
自
治
と
は
矛
盾
す
る
と
し
て
い
る
。
ぺ
l
タ
ァ
ス
の
い
う
よ
う
に
、
民
主
主
義
国
家
、
、
、
、
.
に
お
い
て
、
国
民
全
体
の
意
思
に
本
質
的
に
対
立
す
る
部
分
の
意
思
が
、
実
現
さ
れ
え
な
い
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
い
か
に
全
体
意
思
を
代
表
す
る
民
主
主
義
国
家
と
い
え
ど
も
、
全
体
意
思
に
本
質
的
に
対
立
し
な
い
部
分
的
な
特
殊
な
意
思
が
、
十
仔
立
ず
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
民
主
主
義
は
、
統
治
構
造
の
末
端
に
い
た
る
ま
で
実
現
さ
れ
、
一
部
の
意
思
も
尊
重
さ
れ
ね
ば
た
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
部
分
的
意
思
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
部
分
的
な
特
殊
意
思
を
尊
重
し
、
部
分
的
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
は
、
民
主
主
義
を
国
の
隅
々
ま
で
参
透
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
民
主
主
義
そ
の
も
の
を
内
面
か
ら
全
国
的
に
支
持
し
強
力
化
す
る
た
め
こ
の
地
万
的
特
殊
性
の
尊
重
の
上
に
た
つ
地
万
行
政
は
、
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
、
民
主
主
義
国
家
に
お
い
て
も
、
地
方
的
特
殊
性
は
、
充
分
に
尊
重
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
や
は
り
そ
の
地
方
住
民
の
民
主
的
参
加
に
よ
っ
て
自
治
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
〈
も
っ
と
も
こ
の
場
合
の
地
方
自
治
は
、
第
十
九
世
紀
的
意
味
の
地
方
自
治
の
よ
う
に
、
絶
体
主
義
的
官
僚
的
中
央
集
権
に
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
民
主
的
国
家
の
補
完
的
役
割
を
演
ず
る
も
の
で
あ
る
)
。
い
い
か
え
れ
ば
多
ぐ
の
社
会
的
、
経
済
的
お
よ
び
文
化
的
条
件
を
異
に
す
る
各
地
域
社
会
の
利
益
を
尊
重
し
て
行
政
を
行
い
、
こ
の
行
政
が
、
地
方
住
民
の
自
覚
的
な
責
任
感
と
積
極
的
な
参
加
に
よ
っ
て
お
し
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
づ
て
、
全
国
民
的
な
政
治
的
統
一
が
、
内
面
的
に
維
持
さ
れ
充
実
さ
れ
る
と
同
時
に
、
民
主
主
義
そ
の
も
の
が
、
各
地
域
に
診
透
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
面
か
ら
強
力
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
よ
っ
て
、
民
主
主
義
的
中
央
集
権
が
、
悪
し
き
官
僚
制
的
な
支
配
に
堕
す
る
こ
と
を
避
け
、
行
政
の
劃
一
化
と
固
定
化
を
防
「
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
意
味
に
お
い
て
地
方
自
治
制
は
、
民
主
主
義
国
家
に
お
い
て
も
、
国
家
構
造
の
本
質
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
不
可
欠
な
機
構
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ケ
ッ
ト
ゲ
ン
は
「
君
主
主
義
的
国
家
構
造
に
お
け
る
自
治
は
、
そ
の
時
代
の
民
主
主
義
的
傾
向
へ
結
び
つ
く
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
現
代
に
お
け
る
そ
の
存
立
の
必
然
性
は
、
直
接
に
民
主
主
義
の
構
造
か
ら
主
れ
て
く
る
。
立
窟
君
主
主
義
に
と
っ
て
は
、
凶
一
ー
に
偶
然
的
な
意
味
を
し
か
も
た
な
か
っ
た
も
の
が
、
民
主
主
義
の
下
に
お
い
て
は
、
国
家
構
造
の
本
質
的
な
も
の
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
民
主
主
義
国
家
に
お
け
る
地
万
自
治
の
意
義
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
が
誤
り
な
く
認
識
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
、
現
実
の
地
方
自
治
の
具
体
的
な
姿
を
批
判
す
る
場
合
の
某
礎
的
認
識
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
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次
ぎ
に
、
民
主
主
義
国
家
に
お
け
る
地
方
自
治
の
地
位
が
問
題
で
あ
る
。
前
述
の
「
大
社
会
」
を
そ
の
社
会
経
済
的
背
景
と
し
て
も
ち
、
強
大
な
国
家
権
力
の
下
に
そ
の
行
政
機
能
が
拡
充
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
性
格
を
濃
く
し
、
全
国
に
わ
た
っ
て
行
政
内
容
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
、
民
主
主
義
国
家
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
む
し
ろ
民
主
主
義
国
家
に
お
い
て
こ
そ
、
真
に
国
民
大
衆
の
要
請
を
反
映
し
た
民
主
的
な
意
味
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
行
政
が
、
多
く
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
全
国
的
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
が
実
現
さ
れ
る
大
き
な
可
能
性
が
与
え
ら
れ
る
Q
乙
の
よ
う
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
行
政
に
つ
い
て
は
、
中
央
に
お
い
て
全
国
的
な
結
合
計
画
が
た
て
ら
れ
、
地
方
団
体
の
行
政
が
、
こ
れ
に
一
致
す
る
こ
と
が
、
要
請
さ
れ
る
が
、
こ
の
場
合
に
も
、
綜
合
計
回
へ
の
一
致
が
、
必
ず
し
も
強
制
的
に
で
は
な
く
、
な
る
べ
く
地
方
団
体
の
自
発
的
積
極
的
な
協
力
と
実
行
を
生
か
す
よ
う
に
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
、
地
方
団
体
と
中
央
政
府
の
新
し
い
有
機
的
な
弾
力
性
の
あ
る
結
び
つ
き
が
、
必
要
に
な
る
。
同
時
に
ロ
ー
カ
ル
な
行
政
に
つ
い
て
も
、
白
地
万
の
特
殊
性
が
坊
主
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
内
容
や
実
施
に
お
い
て
、
第
十
九
世
紀
前
な
地
方
自
治
の
場
合
国
家
権
力
の
強
化
と
地
方
自
治
屋
家
権
力
の
強
化
と
地
自
万
治
一一一
一
の
よ
う
に
、
中
央
か
ら
分
立
し
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
，
れ
は
、
中
央
の
基
本
万
針
と
全
体
の
綜
合
計
画
に
マ
v
チ
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
右
に
述
べ
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
民
主
主
義
国
家
に
お
け
る
中
央
と
地
方
の
関
係
、
地
万
自
治
の
地
位
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
行
政
に
つ
い
て
は
、
基
本
万
針
や
結
合
計
画
の
大
綱
は
、
中
央
で
決
定
し
、
具
体
的
な
実
施
は
、
中
央
政
府
と
地
方
団
体
の
協
力
に
よ
り
、
地
万
的
特
殊
性
を
尊
重
し
、
住
民
の
自
治
的
参
加
に
よ
っ
て
行
い
、
ま
た
ロ
ー
カ
ル
な
行
政
も
、
右
の
基
本
万
針
や
綜
合
計
画
に
照
し
て
評
価
さ
れ
、
自
治
的
に
実
施
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
、
最
も
重
要
な
点
は
、
中
央
の
基
本
方
針
や
綜
合
計
画
へ
の
一
致
、
中
央
と
地
万
の
協
力
が
、
上
か
ら
一
方
的
劃
一
的
に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
地
万
の
特
殊
性
を
尊
重
し
、
住
民
の
自
治
的
参
加
に
よ
っ
て
、
民
主
的
に
弾
力
的
に
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
民
主
主
義
は
、
全
国
的
に
内
面
的
に
支
持
さ
れ
、
強
力
化
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
国
民
的
な
統
一
が
、
強
固
に
維
持
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
民
主
主
義
国
家
に
お
い
て
、
広
汎
な
社
会
管
理
的
任
務
を
負
っ
て
、
各
種
の
行
政
機
能
を
能
率
的
に
有
効
に
実
施
す
る
た
め
に
は
、
種
々
の
行
政
手
段
や
財
政
手
段
の
技
術
的
合
理
化
や
中
央
と
地
方
の
合
理
的
な
協
力
組
識
答
が
、
今
日
以
上
に
要
求
さ
れ
る
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
現
在
、
資
本
主
義
国
家
の
下
に
発
達
し
つ
つ
あ
る
諸
種
の
進
歩
し
た
行
財
政
上
の
手
段
や
組
識
、
例
え
ば
人
事
管
理
、
地
万
財
政
調
整
交
付
金
制
、
中
央
地
方
聞
お
よ
び
各
地
方
団
体
間
の
協
力
組
織
等
が
、
民
主
主
義
国
家
に
お
い
て
も
、
そ
の
目
的
は
異
る
と
は
い
え
、
行
政
遂
行
上
重
要
な
機
構
と
な
り
う
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
れ
ら
の
手
段
や
組
織
は
、
た
と
え
資
本
主
義
国
家
と
民
主
主
義
国
家
と
、
そ
の
政
治
体
制
は
、
相
違
す
る
と
は
い
え
、
同
様
に
「
大
社
会
」
を
対
象
と
し
、
広
汎
な
社
会
管
理
的
任
務
を
も
ち
、
多
岐
に
わ
た
る
行
政
機
能
を
実
施
し
て
、
そ
の
間
に
統
一
性
と
計
画
性
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
機
能
と
条
件
に
お
い
て
相
通
ず
る
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
進
歩
し
た
い
ろ
い
ろ
の
手
段
や
組
織
は
、
今
日
で
は
真
に
そ
れ
が
企
図
す
る
行
政
能
率
を
発
揮
し
、
行
政
の
有
効
性
を
保
障
す
る
た
め
の
政
治
的
条
件
を
欠
き
、
一
部
の
利
益
の
た
め
に
歪
め
て
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
中
央
権
力
と
地
万
権
力
が
民
主
化
さ
れ
る
時
に
は
、
こ
れ
ら
の
手
段
や
組
織
は
、
そ
の
抽
出
率
と
有
効
性
を
大
い
に
発
揮
し
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
か
ら
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
今
日
資
本
主
義
国
家
下
に
発
達
し
つ
つ
あ
る
進
歩
し
た
諸
種
の
地
万
行
財
政
上
の
手
段
や
組
織
に
、
充
分
注
意
を
払
う
必
妥
が
あ
る
。
民
主
主
義
日
出
家
確
立
へ
の
過
渡
期
に
お
い
て
は
、
全
体
意
思
を
強
方
に
実
現
レ
て
、
民
主
的
体
制
そ
樹
立
す
る
た
め
に
、
し
か
し
右
に
述
べ
た
と
こ
ろ
は
、
確
立
さ
れ
た
民
主
主
義
国
家
に
お
け
る
地
方
自
治
の
意
義
と
地
位
に
つ
い
て
論
じ
た
の
で
あ
る
が
、
一
時
、
地
方
の
特
殊
性
に
も
と
づ
く
部
分
的
意
思
を
、
或
る
程
度
抑
制
す
る
政
策
を
と
り
、
も
っ
ぱ
ら
中
央
の
方
針
と
計
画
が
全
国
に
わ
た
っ
て
厳
密
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
ζ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
の
任
務
は
、
高
度
の
独
占
資
本
主
義
段
階
に
お
い
て
眼
前
に
展
開
さ
れ
て
い
る
地
方
自
治
の
前
述
の
よ
う
な
社
会
経
済
的
な
役
割
を
、
具
体
的
に
摘
出
し
、
R
民
大
衆
の
立
場
か
ら
こ
れ
に
忌
障
な
き
批
判
を
加
え
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
今
日
、
わ
れ
わ
れ
に
は
、
将
来
の
新
し
い
民
主
主
義
社
会
に
お
け
る
地
万
自
治
の
意
義
と
地
位
に
つ
い
て
の
確
信
が
欠
け
て
い
る
た
め
に
、
現
実
の
地
方
自
治
に
対
す
る
批
判
の
基
準
が
な
く
、
建
設
的
な
批
判
が
行
わ
れ
な
い
の
が
、
実
情
で
あ
る
。
例
え
ば
、
テ
ェ
ス
タ
ー
は
「
高
度
に
中
央
集
権
化
さ
れ
た
行
政
は
、
独
裁
政
治
形
態
の
証
明
で
あ
る
こ
と
を
示
す
多
く
の
証
拠
が
あ
る
。
現
代
の
独
裁
者
の
最
も
初
期
の
活
動
の
一
つ
は
、
す
べ
て
の
地
方
的
に
選
挙
さ
れ
る
同
体
の
力
?
と
責
任
を
減
じ
、
中
央
統
制
を
増
す
こ
と
で
あ
る
。
過
去
半
世
紀
間
の
中
央
と
地
万
の
関
係
は
、
英
国
に
お
い
て
疑
い
も
な
く
、
法
制
上
お
よ
び
憲
法
上
独
裁
を
導
き
入
れ
る
こ
と
を
容
易
に
し
て
き
た
。
」
日
と
嘆
き
な
が
ら
も
、
民
主
主
義
と
地
万
自
治
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
に
引
用
し
た
か
れ
の
一
言
葉
が
示
し
て
い
る
よ
う
地
方
自
治
に
勺
い
て
の
本
質
的
構
造
的
な
認
識
舎
も
っ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
に
、
市
民
の
民
主
的
生
活
万
式
の
訓
棟
と
独
裁
者
に
対
す
る
抵
抗
と
い
う
点
を
あ
げ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
民
主
主
義
国
家
に
お
け
る
た
だ
詠
嘆
的
な
響
き
を
も
一
に
げ
で
、
か
れ
の
嘆
き
は
、
国
家
権
力
の
強
佑
と
地
方
自
治
一
一一一
国
家
権
力
の
強
化
と
地
方
自
治
一
一
三
鴎
将
来
へ
の
建
設
的
な
確
信
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
将
来
の
地
方
自
治
に
対
す
る
確
信
の
欠
如
は
、
と
も
す
る
と
、
今
日
の
独
占
資
本
主
義
段
階
に
お
け
る
官
僚
的
中
央
集
権
化
を
、
そ
の
ま
ま
全
国
化
と
集
中
化
の
強
い
社
会
経
済
構
造
を
も
っ
大
社
会
に
お
け
る
必
然
的
な
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
是
認
し
、
そ
の
政
治
的
性
格
を
暴
露
す
る
こ
と
を
怠
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
先
ず
、
前
述
の
よ
う
な
民
主
主
義
国
家
に
お
け
る
地
万
自
治
の
意
義
と
内
容
を
明
確
に
把
握
し
、
こ
の
認
識
の
上
に
た
っ
て
、
こ
れ
と
対
蹴
的
な
内
容
と
役
割
そ
も
つ
現
段
階
に
お
け
る
地
方
自
治
の
本
質
を
、
国
民
大
衆
の
前
に
暴
露
し
て
、
と
れ
に
抵
抗
し
つ
つ
、
地
方
に
お
り
る
民
主
的
勢
力
の
強
化
に
努
方
す
る
こ
と
が
、
必
要
で
あ
る
。
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